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1　は　じ　め　に

アメリカシロヒトリの被害は，桑園にとどまらず，その

他多くの植物に及び，また．雑食性であり，集団で加害す

るため．その被害は大きい。

本書虫の防除は，殺虫剤の散布が一般的であるが，桑園

では，蚕への残毒性との関係で，その使用は難しい。最近

では，生物的防除として天敵ウイルスの利用が考えられて

おり，効果も高いようである4）。また，糸状菌や細菌利用

と異なり，姦児に対する起病性も見られないことから安全

性も高いと思われる。その場合，防除には大量のウイルス

が必要となり，供給体制の確立が不可欠である。そこで，

ここでは，アメリカシロヒトリの天敵ウイルスであるアメ

リカシロヒトリ核多角体病ウイルスを増殖させるための虫

体を確保するため，周年飼育による大量飼育について検討

したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）周年飼育の検討

・光線管理：1－3齢長日処理（16L／8D）

・供試餌：家蚕用人工飼料

・供試容器：プラスチック透明容器（21×30×10cm）

・供試頭数：100頭　2連制

・周年飼育：羽化した雌雄成虫を封筒に収容して，交

尾，採卵を行い，直ちに25℃に保護して聯化を促し，次代

の飼育をする。これを繰り返して，周年飼育を行った。

（2）低コスト人工飼料の検討

・飼料の種煩は，対照飼料に家蚕用人工飼料，低コス

ト飼料に家蚕用湯練り飼料．家蚕用広食性飼料を用い，他

に，姦糞30％を混入した人工飼料を供試した。

・飼料の腐敗防止では，飼料の腐敗を防ぎ給餌作業の

省力化を図る目的で，清水3）の方法を参考に，抗生物質に

クロラムフェニコールを供試して，粉体飼料である家重用

湯練り飼料の調整時に，所定量の抗生物質を添加して．75

℃の熱湯で練り合わせた。

＊いずれも飼育は，1－3齢長日処理（16L／8D），

プラスチック透明容器（21×30×10cm）で行った。

（3）取り扱いの検討

・密度試験の検討では，100cd当たり3．2頑を基準とし

て，一一25％区（100cd当たり2．4頭），＋25％区（100C虚当た

り4．0頑）を設けた。

・給餌量の検討では，全齢で1頑当たり2gを基準と

して，－10％区（1．8g），－20％区（1．6g）を設けた。

（41大量飼育試験

・人工飼料の選択と飼育取り扱い試験の中から，低コ

スト省力飼育技術を組み立てて実証試験を行った。

・供試東数は，1万頗（1ケース当たり1000頭）で行

い，供試容器は，（図1）のような樹脂性ネット利用の2

重底構造（32×40×24cm）のプラスチック透明容器を使用

した。

（5）ウイルスの大量増殖の検討

・供試ウイルス：アメリカシロヒトリ核多角休病ウイ

ルス

・ウイルス接種法：4齢2日目，人工飼料に106／nl

濃度のウイルスをスプレーで噴霧し経口接種した。

・増殖ウイルスの確認：ウイルス接種の所定日数後に，

接種幼虫を回収して体内ウイルス増殖量を調査した。

3　試験結果及び考察

周年飼育を行う目的で，当地域では2化性であるアメリ

カシロヒトリの2化期に日長リズムによる非休眠化を検討

したところ，1－3齢期間を16L／aDの長日条件下で飼育

することにより∴桶は100％非休眠になった（表1）。

表1　日長リズムによる非休眠化

長 日処 理

期　 間
経 過 日数 蛸 化 歩 合 休 眠 桶 歩合 羽 化 歩合

全　　 齢

日 ％ ％ ％

25 80．2 0 96 ．2

1 ～ 3 齢 25 88．3 0 92 ．6

4 ～ 7 齢 29 90．3 14 ．9 80 ．2

対　　 照 27 80．5 100 ．0 0 ．0

注．長日処理：16lJ8D，対照：自然環境
時期：2化期

飼料の種類では，家蚕用湯練り飼料が，対照飼料よりも

価格は53．3％安く，桶化歩合や増加体重が優れ，また．粉

体であるため，調製時に抗生物質クロラムフェニコールを

添加しやすいことから最も飼育に赦していると思われた。

防腐剤のクロラムフェニコールは，140ppm添加したも
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のが，約14日間飼料の腐敗を防止し，幼虫の発育にも影響

は見られなかった。アメリカシロヒトリの幼虫期間は30日

以内であることから，全齢3回給餌で飼育が可能であるこ

とがわかった。

さらに．人工飼料に姦糞を利用することで，飼料の低コ

ストが示唆されたが∴蚕糞の供給体制が確立していないこ

とから今後の検討が必要である－）。

次に，実際飼育する時の具体的な取り扱い方法として密

度，給餌量について検討したところ∴給餌量は，全齢で1

頭当たり2g区が，発育もよく滅虫も少なかった。密度は，

100cd当たり3．2頑区が同2．4頑区や4．0頭区より減虫歩合も

低く，蝿休重に蛸化歩合を乗じた総発育量が最も高かった。

ただし，齢が進むにつれて，飼育容器内の湿度が高くな

り結露が生じ，残抄が腐放しやすくなるので，除沙回数を

増やすか，除湿を図ることが必要と思われた。そこで，飼

育容器内を樹脂性ネットを利用した2重構造とすることで，

膚敗残抄と幼虫を隔離でき．除抄もスムーズに行えた（図

1）。

これらのデータより，アメリカシロヒトリ飼育参考表を

作成し．大量飼育を試みたところ，十分飼育は可能であっ

た。

アメリカシロヒトリの1世代は約50日間であり，連続す

れば．年7回飼育することが可能である。そのうえ，越冬

ウイルス

増殖

支持枠（針金）

飼育容器

図1　2垂底構造の飼育容器

蛸の加温開始時期をずらしたり，卵を冷蔵することで，さ

らに多数回飼育することができると思われる。

また，幼虫体内で増殖した多角体の回収時期は，4齢接

種10日後に病虫を一括回収するのが起病性も高く，多角体

の増殖量も多かった。これらより，ウイルス増殖用の飼育

としては，4齢でウイルスを接種し，10日で回収できるこ

とから，施設清掃を考えると，25日間での飼育が可能とな

り，この場合，年14回飼育できることになる（図2）。

以上から，アメリカシロヒトリの周年飼育による大量飼

育のより安定したウイルスの増殖，供給が可能であると考

えられる。
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図2　周年飼育による核多角休病ウイルス増殖の周期

4　ま　と　め

アメリカシロヒトリの生物的防除を行う目的で，天敵ウ

イルスである核多角休病ウイルスを虫休で増殖し，供給す

るため，幼虫の周年飼育による大量飼育を試みたところ，

1－3齢期間を16L／8Dで飼育することにより，1世代50

日間隔で年7回の世代交替が可能である。飼育容器は，ネッ

ト利用の2垂底とし，餌は廉価である家畜用湯練り飼料に

腐敗防止として抗生物質を添加することにより．全齢3回

給餌で飼育することができた。さらに，核多角体病ウイル

スは，4齢期に接種して10日後に虫体を回収することで生

物農薬の原料となるウイルスが得られ，この場合は，僻化

後25日間で終了することから．年14回のウイルス生産用飼

育が可能となる。
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